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健康横浜２１推進会議運営要綱 

 制 定 平成 24年 3月 1日健保事第 3964号（局長決裁） 

最近改正 令和５年３月 24日健保事第 3956号（局長決裁） 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、横浜市附属機関設置条例（平成 23 年 12 月横浜市条例第

49号）第４条の規定に基づき、健康横浜２１推進会議（以下、「推進会議」と

いう。）の組織、運営その他必要な事項について定めるものとする。 

（担任事務） 

第２条 横浜市附属機関設置条例第２条第２項に規定する委員会の担任する事

務の細目については、次に掲げるものとする。 

(1) 健康増進計画である健康横浜２１（以下、「健康横浜２１」という。）の

推進に関すること。 

(2) 健康横浜２１の評価・策定に関すること。

（委員） 

第３条 委員は、次に掲げる者のうちから市長が任命する。 

(1) 学識経験者

(2) 保健医療専門家

(3) 健康に関連するボランティア団体・企業等の各種団体の代表者

(4) マスメディアの代表者

２ 委員の任期は、５年以内とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠

の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

４ 委員の代理は、認めないものとする。 

 （臨時委員） 

第４条 推進会議に、健康横浜２１の評価・策定や健康づくりに関する事項を

調査審議させるため、臨時委員を置くことができる。 

２ 臨時委員は、次に掲げる者のうちから市長が任命する。 

(1) 学識経験者

(2) 保健医療専門家

(3) 健康に関連するボランティア団体・企業・各種団体の代表者等

３ 臨時委員は、第１項の事項に関する調査審議が終了したときは、解任され
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たものとする。 

（会長） 

第５条 推進会議に会長１人を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、推進会議を代表し、会務を掌理する。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長の指名

する委員が、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 推進会議の会議は、会長が招集する。 

２ 会長は、推進会議の議長とする。 

３ 推進会議は、委員の過半数以上の出席がなければ開くことができない。 

４ 推進会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の場合

は、会長の決するところによる。 

 （部会） 

第７条 健康横浜２１について調査審議するために部会を置くことができる。 

２ 部会は、会長が指名する委員及び臨時委員をもって組織する。 

３ 部会に部会長１人を置き、委員及び臨時委員の互選によりこれを定める。 

４ 第６条の規定は、部会の会議について準用する。この場合において、同条

中の「会長」とあるのは「部会長」と、「委員」とあるのは「部会の委員」と

読み替えるものとする。 

５ 部会の委員構成や議事内容等を踏まえ、推進会議の会長が認める範囲にお

いて、前項に基づく部会の決定を推進会議の決定に代えることができる。 

（会議の公開） 

第８条 横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成 12年２月横浜市条例

第１号）第 31条の規定により、委員会の会議については、一般に公開するも

のとする。ただし、委員の承諾があれば、会議の一部又は全部を非公開とす

ることができる。 

（意見の聴取等） 

第９条 会長又は部会長は、推進会議又は部会の会議の運営上必要があると認

めるときは、関係者の出席を求め、その意見又は説明を聴くほか、資料の提

出その他必要な協力を求めることができる。 
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（庶務） 

第 10条 推進会議の庶務は、健康福祉局地域福祉保健部健康推進課において処

理する。 

 

（委任） 

第 11 条 この要綱に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は、

会長が推進会議に諮って定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成 24年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行後最初の委員会の会議は、第６条第１項の規定にかかわら

ず、市長が招集する。また、最初の部会の会議は、会長が招集する。 

 

   附 則 

この要綱は、平成 29年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 
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食育推進検討部会設置要綱 

 

                                         

制定 令和３年３月 23 日健保事第 4009 号（局長決裁）  

最近改正 令和５年３月 24 日 健保事第 3956 号（局長決裁）  

 

（目的）  

第１条  この要綱は、食育の推進に関して専門的見地から検討するため、健康横浜２１推進

会議運営要綱（以下「要綱」という。）第７条第１項に基づき設置する「食育推進検討

部会」（以下「検討部会」という。）の運営に関し必要な事項について定めるものとする。  

 

（検討事項）  

第２条  検討部会は、次の事項について検討を行うものとする。  

（１）食育推進計画の策定に関する事項  

（２）食育の推進に関する事項  

（３）その他必要な事項  

 

（構成）  

第３条  検討部会は、要綱第７条第２項に基づき、健康横浜２１推進会議（以下「推進会議」

という。）の委員及び要綱第４条に基づき市長が任命した臨時委員のうちから推進会議

の会長が指名する者をもって組織する。  

 

（任期）  

第４条  委員の任期は２年以内とする。ただし、委員に欠員が生じた時の補欠委員の任期は

前任者の残任期間とする。  

２ 委員は、再任されることができる。  

 

（部会長等）  

第５条  検討部会に部会長及び副部会長を置く。  

２ 部会長は、委員の互選によりこれを定める。副部会長は、委員の中から部会長が指名

する。  

３ 部会長は、検討部会を代表し、会務を掌理する。  

４ 副部会長は、部会長が欠けたとき、その職務を代理する。  

 

（会議）  

第６条  検討部会の会議は、部会長が招集する。ただし、委員任命後、部会長選出前の検討

部会の会議は、推進会議の会長が招集する。  

２ 部会長は、検討部会の会議の議長とする。  

３ 検討部会は、委員の過半数の出席により開催する。  

４ 検討部会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の場合は、検討部
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会の部会長の決するところによる。  

５ 検討部会を欠席する予定の委員は、第２条に関する意見を書面により事前に提出する

ことができる。  

 

（会議の公開）  

第７条  横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成 12 年２月横浜市条例第１号）  

第 31 条の規定により、検討部会の会議については、一般に公開するものとする。ただし、

委員の承諾があれば、会議の一部又は全部を非公開とすることができる。  

 

（意見の聴取等）  

第８条  部会長は、検討部会の運営上必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、そ  

の意見又は説明を聴くほか、資料の提出その他必要な協力を求めることができる。  

 

（推進会議への報告）  

第９条  検討部会は、会議内容を推進会議へ報告するものとする。  

 

（守秘義務）  

第 10 条 委員及び関係者は、検討部会の運営上知りえた秘密を厳守するとともに、これを

他に利用してはならない。  

 

（庶務）  

第 11 条 検討部会の庶務は、健康福祉局健康推進課において処理する。  

 

（委任）  

第 12 条 この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、部会長が検討

会の会議に諮って定める。  

 

附 則  

（施行期日）  

 この要綱は、令和３年３月 23 日から施行する。  

 

附 則  

（施行期日）  

 この要綱は、令和５年４月１日から施行する。  
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食環境づくり協力店の枠組み（ハマの元気ごはん協力店）
取組内容 中食 意見

1食で栄養バランスが整った弁
当の提供

①エネルギー：650～850Kcal
②主食（150～200ｇ）＋主菜＋副菜（140ｇ以上）がそろっ
ている。
※副菜は、野菜・いも類・きのこ類・海藻類・こんにゃくを主に
使った料理
③脂質のエネルギー比（脂質20～30％）
④食塩摂取量　３．５g未満

①エネルギー：450～650Kcal未満
②主食（150～180ｇ）＋主菜＋副菜（140
ｇ以上）がそろっている。
※副菜は、野菜・いも類・きのこ類・海藻類・
こんにゃくを主に使った料理
③脂質のエネルギー比（脂質20～30％）
④食塩摂取量　３．０g未満

1食で栄養バランスが整った弁
当の提供

①エネルギー：650～850Kcal
②主食（150～200ｇ）＋主菜＋副菜（140ｇ以上）がそろっ
ている。
※副菜は、野菜・いも類・きのこ類・海藻類・こんにゃくを主に
使った料理

①エネルギー：450～650Kcal未満
②主食（150～180ｇ）＋主菜＋副菜（140
ｇ以上）がそろっている。
※副菜は、野菜・いも類・きのこ類・海藻類・
こんにゃくを主に使った料理

1食で副菜140ｇ以上の商品を
提供

※副菜は、野菜・いも類・きのこ類・海藻類・こんにゃくを主に
使った料理

１商品当たり、副菜７０ｇ以上の
商品を提供

※副菜は、野菜・いも類・きのこ類・海藻類・こんにゃくを主に
使った料理

1食あたり３ｇ未満（650kcal未
満の場合）、1食あたり3.5ｇ未
満（８５０kcal未満）の商品を提
供

単品の総菜の場合、１００ｇあた
り１ｇ未満の商品を提供

組み合わせで
栄養バランス

栄養バランスよく組み合わせが
できる工夫
例：商品が黄（主食）、赤（主
菜）、緑（副菜）と分類されてい
て、選びやすくなっている

※外食については、中食の枠組みを検討後、中食の基準に準じて設定する予定です

塩分控えめ
（食塩摂取量
の減少）

基準
栄養バランス

野菜たっぷり
(野菜摂取の
向上）

資料４ｰ２
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第３期健康横浜２１ 策定スケジュール（予定）

令和４年度 令和５年度

4-6⽉ 7-9⽉ 10-12⽉ 1-3⽉ 4-6⽉ 7-9⽉ 10-12⽉ 1-3⽉

市会 第２回定例会
⾻⼦案

第３回定例会
素案

第４回定例会
パブコメ報告

第１回定例会
議案審議

●
9/2

●
３/29

委員改選 ●
7/13（予定）

●
12⽉(仮)

評価策定部会 ●
8/1

●
11/30

●
2/15

 ●
  5/8

●
７⽉下旬(仮)

●
11⽉(仮)

主な作業
○最終評価報告書
公表 ○健康課題の抽出

○⽬標・指標と取組
の検討

〇⾻⼦案作成
〇⽬標値検討
○素案作成

○素案確定
○市⺠意識調査検討

○議案エントリー
○パブコメ実施
○原案作成

○市⺠意識調査
○策定公表

⻭科部会 ●
7/13

  ●
 10/24

●
6/14（予定）

●
10⽉(仮)

主な作業
○⾻⼦案の検討
○健康課題の検討
○⽬標・指標の検討

（７⽉部会の続き）
○取組内容の検討
○素案の検討

○素案修正
○原案作成に向け
た検討 ○策定公表

⾷育部会 ●
7/22

●
1/20

●
6/21（予定）

●
11/14（予定）

⾷環境検討会 ●
6/21

●
9/21

●
11/17

●
5/17

●
7/19（予定）

●
10/20（予定）

主な作業

○⾻⼦案の検討
・基本理念、基本⽬
標、推進テーマ
・⽬標と指標
・取組内容

○⾷環境整備にかか
る具体的取組の検討

（７⽉部会の続き）
○素案原案の検討
○推進テーマごとの
取組内容の検討

○素案の検討
○具体的取組の検討

○原案の検討
○具体的取組の検討

○策定公表

8⽉：次期プラン 検
討開始
９⽉：全体の⽅向性
の検討等

10⽉：指標の検討等
11⽉：指標の検討、
プラン⾻⼦案等
12⽉：⽬標検討

２⽉：プラン素案
３⽉：プラン案の最
終審議

春
次期プラン公表

8⽉
最終評価案の最終審議

→次期基本的事項 検討開始

春
次期基本的事項
公表

国の動向（予定）
【健康⽇本21】

国の動向（予定）
【⻭科⼝腔保健の
推進に関する基本
的事項】

健康横浜２１
推進会議

都道府県・市町村が健康増進計画を策定

資料５

都道府県・市町村が基本的事項（横浜市では計画）を策定
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